
謹
賀
新
年

当
山
の
除
夜
の
鐘
が
厳
か
に
響
き

渡
り
、
平
成
27
年
乙
未
歳
の
静
寂
な

新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、
二
日
、
三
日
の
二
日
間
は
珍
し

く
雪
に
覆
わ
れ
雪
掻
き
に
追
わ
れ
る

お
正
月
で
御
座
い
ま
し
た
が
、
年
頭

に
当
た
り
檀
信
徒
皆
さ
ん
の
ご
多
幸

と
無
事
平
安
を
心
か
ら
ご
祈
念
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

今
年
は
、
高
野
山
が
開
創
さ
れ
て

一
千
二
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
る
こ
と
相
成
り
ま
し
た
。
高
野
山

に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
の
四
月

よ
り
大
法
会
が
一
ヶ
月
渡
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

お
大
師
さ
ま
は
若
き
頃
、
仏
法
の

真
髄
を
求
め
て
唐
の
都
長
安
に
渡
り
、

師
の
惠
果
和
尚
よ
り｢

遍
照
金
剛｣
の

け

い

か

へ
ん
じ
ょ
う
こ
ん
ご
う

号
を
賜
り
ま
し
た
。ﾞ

遍
照ﾞ

と
は
真

言
宗
の
根
本
の
ご
本
尊
で
あ
る
大
日

如
来
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
日
々｢

南
無
大
師
遍
照
金
剛｣

と

な

む
だ
い
し
へ
ん
じ
ょ
う
こ
ん
ご
う

お
唱
え
し
て
、
親
し
く
お
大
師
さ
ま

に
帰
依
し
、
救
済
を
願
う
み
こ
こ
ろ

の
原
点
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

号
を
得
た
由
来
は｢

御
請
来
目
録｣

に

ご
し
ょ
う
ら
い
も
く
ろ
く

あ
る
が
如
く
、
お
大
師
さ
ま
が
惠
果

和
尚
よ
り
潅
頂
を
授
け
ら
れ
た
と
き
、

曼
荼
羅
に
投
じ
た
花
が
二
度
も
大
日

ま

ん

だ

ら

如
来
の
上
に
落
ち
た
事
実
に
よ
る
も

の
で
す
。

大
日
如
来
は
全
宇
宙
の
生
命
の
根

源
で
あ
り
、｢

南
無
大
師
遍
照
金
剛｣

と
御
宝
号
を
お
唱
え
す
る
こ
と
は
、

大
日
如
来
と
一
体
と
な
っ
た
お
大
師

さ
ま
の
御
徳
が
か
が
や
き
、
大
き
な

お
ん
と
く

功
徳
と
な
っ
て
遍
く
照
ら
し
、
私
た

ち
に
降
り
潅
が
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。

｢

有
り
難
や
高
野
の
山
の
岩
陰
に
大

師
は
い
ま
だ
在
し
ま
す
な
る｣

（
弘
法

大
師
御
詠
歌
第
一
番
）
お
大
師
さ
ま

の
誓
願
は
、
こ
の
世
に
永
遠
に
留
ま
っ

て
人
々
を
救
済
す
る
利
他
の
菩
薩
行

を
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
お
大
師
さ
ま
の
開
創
一
千
二
百

年
大
法
要
に
、
当
山
の
本
山
で
あ
り

ま
す
総
本
山
泉
涌
寺
の
管
長
さ
ま
も

四
月
二
十
日
に
御
導
師
を
お
勤
に
め

な
り
ま
す
。
高
祖
弘
法
大
師
の
御
恩

徳
に
浴
す
る

ま
た
と
な
い
機
会
に
、

別
記
の
通
り
参
拝
致
し
た
く
思
い
ま

す
の
で

是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
此
の
段
、
御
案
内
を
申
し

上
げ
ま
す
。

尚
、
来
る
三
月
二
十
二
日
か
ら
の

恒
例
の
四
国
八
十
八
カ
所

巡
り
に
も

い
つ
も
の
通
り
高
野
山
に
も
参
拝
さ

せ
て
頂
き
ま
す
ま
す
の
で
合
わ
せ
て

御
考
察
の
上

ご
参
加
を
重
ね
て
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

合
掌
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住職による初撞きです檀家のお子様も一緒に 檀家の親子様も仲良く一緒

新
年
に
向
け
て

鏡
餅
の
餅
つ
き
風
景

住職による打ち初め

元旦のお授け風景

薬師堂客殿から庭園を望む観音堂から見る薬師堂
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岩
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ふ
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史
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福
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子

大
野

直

丹
下

篤
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田

三
郎

栗
坂

只
七

金
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路
子

平
成
乙
未
歳
正
月
鏡
餅

特
別

岩
元

俊
子

湯
浅

三
郎

石
井

保

長
岡

保
子

高
尾

屹

高
岡

茂
光

久
木

伊
勢
雄

田
中

克
和

野
玉

幸

後
藤

千
恵
子

川
村

多
恵
子

加
賀
田

住
江

大
角

光
子

田
口

光
雄

時
岡

秀
男

佐
武

金
二
郎

金
井

万
平

平
井

順
廣

大

上
村

寛

岩
崎

晧
二

山
上

高
治

宮
崎

藤
子

滝

敏
彦

四
方

隆

村
上

イ
ト

窪
田

啓
子

羽
後

冨
美
子

吉
長

幸
夫

こ
れ
か
ら
の
行
事
ご
案
内

二
月
三
日
（
火
）

午
後
一
時
よ
り

星
祭
節
分
会

於
観
音
堂

星
祭
と
い
う
の
は
年
の
変
わ
り
目
に
そ
の
年
の
あ
た
り
星
を

祭
っ
て
悪
い
年
は
悪
事
災
難
を
免
れ
る
よ
う
、
ま
た
善
い
年

は
一
層
善
く
な
る
よ
う
祈
る
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
揃
っ
て
今
年
の
無
事
幸
福
を
願
い
に
参
り
ま
し
ょ
う
。

三
月
二
十
一
日
（
祭
）

彼
岸
中
日

午
前
十
一
時
よ
り

春
季
彼
岸
会
法
要

於
観
音
堂

三
月
二
十
三
日
〜
三
十
一
日

第
三
十
七
回
本
四
国
八
十
八
ヵ
所
霊
場
巡
り

募
集
中

一
月
三
十
一
日
ま
で

費
用
は
十
六
万
円

四
月
十
九
日
・
二
十
日

高
野
山
開
創
千
二
百
年
記
念
大
法
会
団
参

高
祖
弘
法
大
師
の
御
恩
徳
に
欲
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で

御
座
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
檀
信
徒
の
皆
様
方
に
は
ご

参
拝
お
願
い
し
ま
す
。

沢
山
の
檀
信
徒
さ
ま
か
ら
ご

奉
納
戴
き
御
本
尊
様
初
め
境

内
に
お
ら
れ
ま
す
仏
様
に
ご

奉
納
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た合

掌除夜の鐘に大勢来られ無事

息災を祈念されていました


